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長にお聞きします。 ｜ で、それを公表する際にも、マスコミにも出し

O中津教育長 まず、セシウムの量に関しまして ｜ まして県民の皆様にもお伝えする、そういう取

は、さまざまなモニタリングのデータが公表さ ｜ り組みもやっていきたいと考えております。

れておりますので、これを参照して対応してい ｜ O西森（潮）委員長 以上をもって、吉良委員の質

ただきたいというふうに考えております。それ ｜ 問は終わりました。

から離乳食の件でございますけれども、厚生労 ｜ 今から 5分間休憩します。

働省では、乳児は体が小さくて食事量が非常に ｜ 午前10時41分休憩

少ないことから、一般食品を食べさしても安全

は十分確保されているとのことでございますの ｜ 一一一一－ cむ0む0む一一一一ー

で、離乳食に使っても問題がないというふうに

説明をしております。こうしたことから、現在

r 

のところ特別なモニタリング調査を実施するこ

とは考えておりませんが、ただ、今後さまざま

な情報に留意をしまして、どんな新たなことが

起こるかもわかりませんので、柔軟な考え方を

持ちながら、必要性があると思われる事態にな

れば健康福祉部等との協議もしていきたいと、

このように考えているところでございます。

0吉良委員 最後になりますけれども、今後、こ

の放射能汚染については長い戦いになると思い

ます。県民に正しく対処できる知識や対応を学

べる機会を提供すべきだと考えますが、これら

の取り組みを県としてどう進めていくのか、健

康政策部長にお聞きして、私の質問を終わりま

す。

O入福健康政策部長 これまでも衛生研究所で迅

速に放射性物質の検査に取り組みまして、その

結果をホームページで公表する際には、数値に

関する評価も加えまして、わかりやすく県民の

皆様にお伝えしてまいりましたし、保健所での

相談の窓口におきましても、被曝量と人への影

響などの関係につきましてもお伝えしてまいり

ました。こうした取り組みに加えまして、来年

度は保健所等で開催されます各種研修会など

で、新たな基準値に関する講習も行って知識の

普及に努めてまいります。加えまして、来年度、

毎月 10検体のモニタリング検査もやりますん

／へ

午前10時47分再開

0西森（潮）委員長休憩前に引き続き会議を聞き

ます。

依光委員。あなたの持ち時間は50分です。御

協力よろしくお願いします。

0依光委員 おはようございます。依光晃一郎で

ございます。早速質問させていただきます。

6月の初質問で、私は尾崎知事の産業振興計

画についてすぐれた点を3つ上げさせていただ、

きました。 1つ目は、産業振興について重点分

野を絞ったこと、 2つ目に、産業聞の連携に意

欲的に取り組んだこと、 3つ目に、多くの県民

に参加を促したことの3つであります。まず最

初に、産業聞の連携についてお聞きをいたしま

す。私が考える産業聞の連携が、なぜ必要かと

いうことですが、要するに高知県の最大の課題

である雇用創出という点で最も効果があると考

えるからです。雇用を生み出すのは企業なわけ

ですが、企業が雇用をつくるためには売れる商

品を多く生み出さねばなりません。商品が売れ

て収入が上がってこそ、初めて雇用が生まれる

のですから、雇用をつくるには、さらにどうやっ

て売れる商品をつくるかということになりま

す。

高知にある素材、技術から新たな商品をつ

くって、地域に雇用をつくる。言葉にすれば簡

単ですが、過去の高知県ではこのことが不十分
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であったため、これまで製造品出荷額や県民所

得が下がり続けたのではと思います。産業間の

連携による商品開発のイメージは、高知にある

既存技術を幾っか組み合わせて今までになかっ

たものをっくり出したり、今あるものの売り方、

ネーミング、パッケージ、売り先を変えること、

つまり組み合わせによる新しい価値の創造で

す。

私は、まだまだ連携ができていないと考えて

いますが、この点に関しては、産学官連携会議

があるし、産業振興センターの農商工連携事業

もあるし、さらには、ものづくり地産地消セン

ターの実績も相当上がってきており、連携は十

分できているという御意見があるかもしれませ

ん。しかし、私の言う連携は、これまで以上の

広い輪をつくる連携という意味で、これまで余

り意識されていなかった主体も参加する連携で

す。例えば、水産加工の分野や防災の分野で期

待される連携の相手は、漁師さんや漁協の方々、

防災設備・商品を発注、あるいは使う側である

園、県や市町村なども含みます。こういった主

体のニーズや意見を、いかに商品開発に取り入

れていけるかが、商品が売れるか売れないかと

いうことに大きくかかわってくるのではと思い

ます。

次に、連携という言葉のイメージですが、産

業界の使う連携と行政の方が使う連携は違って

いると思います。簡単に言えば、連携とは、人

と人との信頼関係のことであると私は思いま

す。情報交換をする会議の場だけでは決してあ

りません。 6月14、15日と、産学連携学会の第

10回大会が高知県で開催されますが、土佐経済

同友会が中心となって6月16日に高知版INS 

をつくろうという動きがスタートしています。

IN Sというのは、岩手ネットワークシステム

の略で、岩手大学が音頭をとって実施している

連携の仕組みのことで、発足以来20年の歴史を
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有する1,000人規模の志ある個人のネットワー

クとして、全国的にも成功事例と知られていま

す。

連携というのは、高知に限らず難しいのです

が、 IN Sでは雇用につながる成果を多数出し

ているのです。では、 IN Sがなぜ人と人の信

頼関係を生み出せるのか、実は宴席に秘密があ

るようです。 IN Sの別名は、いつも飲んで騒

ぐ会というのですが、企業、大学、行政が肩書

なしで語り合っているのです。肩書なしという

ことに関しては、一つの杯を目上目下関係なく

回し合う土佐の献杯文化で高知には優位性があ

ると思われます。実際に、民間企業同士の連携

は、経営者レベルではどこにも負けない感じを

受けます。しかし、企業経営者の多くは、同じ

経営者のようには、大学教授や行政の方々に対

して親近感を持てずにいるのが現状ではないで

しょうか。長くなりましたが、産学官民の連携

とは、信頼関係で人と人とを結ぶ必要があり、

その仕組みづくりに先進事例のノウハウを学ば

なければいけないと思っています。

では、高知の場合、宴席をつくればよし、かと

いう話ですが、実はうまくいきそうにありませ

ん。以前、こうち 53 0クラブという組織が、

高知市、高知大学、高知工科大学、高知商工会 I ヘ

議所、高知県経営者協会、高知県産業振興セン

ターの持ち回りで開催されていたのですが、平

成17年にスタートし、 19回続いて21年に終了し

ています。なぜ継続的な取り組みにならなかっ

たのかというのは、いろいろな理由があると思

いますが、改めて分析しなければなりません。

個人的に思うのは、 00さんがやっている会に

はおれは参加しないとしづ、主導権をとられる

のは嫌、人と同じことをするのが嫌という、土

佐人気質ではないかと思います。

高知県の場合に、最近成功した連携の事例で、

私は「土佐のおきゃく」というものを参考にす
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ぺきと思っています。このイベントは、土佐経

済同友会が発案で、高知に冬の祭りをというコ

ンセプトで立ち上がりました。その手法は、こ

れまで、あった南国土佐皿鉢祭などのいろいろな

イベント、団体の独立性を担保した形で共存さ

せ、外から見ると一つのイベントとして成立さ

せたという事例です。そこで、企業、大学、公

設研究機関、加えて 1次産業生産者、流通業者

等の当事者まで含む、これまで以上に広い輪の

連携を大きな柱として、新しい商品開発のプ

ラットホームともなる知の拠点、永国寺キャン

パスでは、各組織の独立性を担保しつつ、信頼

関係で結ぼれた連携という、これまでだれもで

きなかった仕組み、組織を生み出していただき

たいと思います。

改めて、知事の知の拠点、永田寺キャンパス

への意気込みをお聞きいたします。

0尾崎知事今、産学官連携の取り組み、随時、

だんだんだんだん拡大をしていっているところ

でございますが、ぜひその広がりというのを

もっともっと広げていければと、そのように

思っています。産学官連携強化の取り組み、今、

まず行っておること 3つについて具体的に申し

上げれば、 1つは、大学と企業との共同研究を

促進するために具体的なテーマを3つ上げて、

共同研究、共同産業開発をやろうとしていると

いうことがあります。さらには、新たな産業人

材育成プログラムの構築というのを行ってい

て、総合的な学習プログラムというのをつくっ

ていこうとしています。そして3つ目に、さら

に産業の発展を期して、防災、新エネルギ一、

食品、この3つを研究テーマとして、産学官連

携会議のもとに3つの分科会を設けて、より長

期的な視点での産業開発に取り組もうとか、そ

ういう取り組みをしておるわけでございます。

これらは、いずれも知の拠点、永田寺キャン

パスでこれから主体的に行われていくことにな
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ろうかと思いますが、御指摘のような、より広

い形での、いろんなものを生み出していける、

新しい形を生み出していけるようなプラット

ホームとなるような、そういう広がりというも

のにぜひ発展さしていければなと、そのように

思うわけでありまして、高知版IN Sの取り組

みとか非常に期待をしています。そこで出てき

たアイデアとか、ぜひ産業振興計画なんかをう

まく使い倒していただいて、そのアイデアを形

にするようなものになっていければなと、その

ように考えておるところでございます。そうい

う一連の取り組みを、さらに広げてプラット

ホームなようなものにしていく。さらにはもう

一つ、ぜひ産業人材の育成に向けて、幅広い形

での人材育成プログラムの拠点にもなっていく

ようなもの、そういうものをぜひ目指していけ

ればなと、そのように考えています。

0依光委員 さて、ここからは、具体的なハード

整備に関するポイントをお聞きしたいと思いま

す。企業、大学、公設研究機関が高知県内にば

らばらにあるが、地域貢献と雇用をっくり出す

商品開発を目指し、これらをもっと連携させる

ためにも永国寺キャンパスに共通の窓口をつく

ると県は表明しているわけですが、どの大学、

どの行政機関、どの公設研究機関の窓口が入る

のか、県の計画を知事にお聞きいたします。

0尾崎知事 県の計画というお話でございますけ

れども、私、この全体としての共通の窓口をつ

くっていきたいという話、前回の選挙戦のとき

に公約として掲げさしていただいてまいりまし

た。今、先ほど来申し上げておりますような形

で、だんだんだんだん産学官連携の取り組みと

いうのが強化をされてきておるところですが、

さらにもう一段、総合的な産学官連携、いろん

な方々の窓口となるような総合窓口のあり方に

ついて、これから検討を進めていきたいと考え

ているところでございます。いろんな部局も連
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携して検討してし、かなければならない課題だと

いうふうに思っていますので、私は、この平成

24年度におきまして、この点について、一つの

研究テーマとして考えていきたいと、そのよう

に考えています。

実際のところ、永国寺キャンパスにいろいろ

な集積が行われようという機運が出ておるわけ

でありまして、委員御存じのとおり、高知工科

大学は香美市から地域連携機能の一部を移転し

ようとしています。高知県立大学は新たに地域

教育研究センターを立ち上げて、これを永田寺

キャンパスで運用しようとしておるところでご

ざいます。また、官の関係でも、産業人材育成

ブロログラムの推進、こういうものも今行ってい

るところですが、いずれは拠点として永国寺

キャンパスに持ってくることが考えられます。

加えて、県内の高等教育機関、工業界、さまざ

まな企業や団体、工業技術センターなどの公設

試験研究機関、さらには産業振興センタ一、こ

ういう方々の力を結集しておいて、産学官連携

の一つの共通窓口となるようなもの、そういう

ものができないかなと、そういうことを考えて

おるところであります。

0依光委員 その辺はしっかり取り組んでいただ

きたいと思います。

次に、私の考える永田寺キャンパスは、地域

貢献する知の拠点として、県民がビジネスプラ

ンや地域活性のアイデアを持ち込んだ際に、産

学官すべての知恵を享受できるワンストップの

総合相談窓口と、今お答えいただいた主体の連

携が有機的に進むようなフロア環境が必要だと

思っております。どんなにすぐれた知の拠点を

目指しても、組織同士の連携が密で人が自然と

集まってくるような仕組みがなければ、知のコ

ラボレーションは生まれません。他県の事例で

は、岩手大学の敷地にある盛岡市産学官連携研

究センターや西条市のうちぬきサロンなど、ま

た行ってみたいと思ってもらえるようオープン

カフェのような交流サロンを設けるなど、空間

づくりに知恵を絞っています。いろいろなフロ

ア環境のアイデアがあると思いますが、例えば、

私は文字どおり、組織の壁を取っ払ったワンフ

ロアがよいのではと思っています。また、受付

業務は専門の人を雇うのではなく、各組織が交

代で行えば、受付業務を通じて各組織を知るこ

とができ、自然と連携が進むと考えます。

県は、永国寺キャンパスのワンストップサー

ビスにおいて、組織の連携が進む工夫と、多く

の人がまた行きたいと思う空間づくりについて

どんな工夫を考えているか、副知事のお考えを

お聞きいたします。

0岩城副知事 永国寺キャンパスの産学官連携の

ワンストップサービス、その組織につきまして

は、先ほど知事からもお話ししたような形で検

討してまいりますが、重要なのは、いかにして

各部門それぞれが独立しておって、並列的にあ

るだけではだめですんで、その部門、各部門部

門がし、かに緊密に連携をしていって県民の皆様

方、各企業の皆さん方の要望におこたえしてい

くか、そういう体制をつくっていくことが必要

だというふうに考えております。今後、組織を

検討していく上で、そうした機能、いかにして

コーディネート機能を持たしていくか、それと

御提案のありましたように、広い輪での連携と

いうものをどういう形でつくっていくかという

ことを十分に検討していきたいというふうに考

えております。あわせまして、そうした県民の

皆さん方、各民間企業の皆さん方が御相談に来

られます、そういう場となる施設の設計につき

まして、皆さん方が気軽においでていただける

ような開放的で環境にも配慮した、そういった

施設にしていきたいというふうに考えておりま

す。

O依光委員 先ほどから長々とお話しさせていた

-96-

〆一＼

f 『＼



fへ

fヘ

r一一一

だいておりますが、信頼関係をつくるための連

携であり、知的興奮、ビジネスアイデアのひら

めきを誘発する仕組みという意味では、発表の

場と宴席の場を兼ね備えたスペースの検討をお

願いしたいと思います。先ほどお話しした岩手

のIN Sでは、 5分くらいのプレゼンテーショ

ンを十数人ゃった後に宴席というスタイルで、

ビジネスのアイデアや商品開発の成果を出して

います。高知であれば、パワーポイントなどの

映像を映し出す設備はもちろんで、さらに食品

加工業に力を入れているのですから、実際に食

品加工の実演ということで、例えばわら焼きタ

タキやシャモなべの調理を見てもらうキッチン

を備え、その後、食事をとりながら議論できる

スペースがっくり出せないかと思います。

成功イメージですが、例えば我が香美市には、

シカを使って食品加工をしているグループがあ

るのですが、シカのジピエ料理を題材に、フラ

ンス料理としてのメニュー、イタリア料理とし

てのメニューで調理し、参加者に試食し食べ比

べしてもらう商品開発の取り組みができるので

はと思います。その際に、高知大学医学部から

はシカ肉の鉄分が多い性質から健康につながる

アイデアを、高知県立大学健康栄養学部からは

介護食に関するアイデアを、高知工科大学から

はシカ肉加工の機械化のアイデアを、また産業

振興センターからは販売戦略のアイデアをと、

一堂に会してやれば、すぐれた商品が生まれや

すくなると思います。

また、商品販売も見据えて、テストマーケティ

ングとしての消費者の意見を聞くことや、次世

代の地域を担う大学生に見てもらうという、人

材育成の場にすることも考えられると思いま

す。大学は、研究機関で難しいというならば、

食堂の一角にプレゼンスペースを設けるという

発想で設計してもらえればいいと思います。県

外では、大学の食堂で酒を出しての披露宴とい
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うのも珍しいことではありません。

新商品発表に関するプレゼンテーションや商

品開発のワークショップ等、交通の便のよい永

国寺に産学官民連携の核となる共同発表、共同

研究の環境を整える必要があると考えますが、

文化生活部長にお聞きをいたします。

0大崎文化生活部長 永国寺キャンパスには、例

えば広さも大小さまざまで、プレゼンテーショ

ン機能も備えた講義室なども整備しますし、実

験室や会議室、食堂など、種々のスペースを整

備することといたしております。永国寺キャン

パスは、県民や地域の方々に聞かれたキャンパ

スとして、広く県民の方々に開放する方針とし

ておりますので、キャンパス内の施設を、お話

にございましたような研究会やシンポジウム、

ワークショップなどの場として、その目的や規

模に合わせて積極的に活用していただきたいと

考えております。そのための設計面や運用面で

の工夫を行ってまいりたいと考えております。

O依光委員 ここからは要請です。私が先ほどか

ら質問させていただいている産学官連携のイ

メージには、 3つの県庁組織がかかわっていま

す。産業振興計画において、産業成長戦略、産

業関連携の強化に関して議論を積み重ねてきた

産業振興推進部、高知県産学官連携会議の所管

である商工労働部、そして県が関与する大学を

所管する文化生活部の3つです。産学官連携の

ためには、これから 3つの部の緊密な連携が欠

かせませんし、整備後の運営主体、運営方法の

議論は大変難しい課題であると思います。実現

のためには、総合調整のため、専任のプロジェ

クトチーム的なものも必要であると考えます。

その際、私は、ことしから産業振興推進部長よ

り副知事となった岩城副知事の手腕に大いに期

待しますとともに、県庁内の連携のお手本とし

て仕上げていただくことを要請いたします。

次に、高知県は永国寺キャンパスに設ける新
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たな社会科学系学部を、高知をフィールドにし

た地域の課題解決や地域づくりの教育研究、ま

た先進分野の教育研究によって特色を出してい

くと表明されていますが、そのために必要な大

学支援について質問させていただきます。県は

昨年から、課題解決のための集落実態調査を

行っていますが、集落にとっての課題は、担い

手の話に尽きます。私は数年前から、中山間地

域に大学生を送り込むインターンシップのお手

伝いをしているのですが、担い手確保への希望

という意味で手ごたえを感じております。

気が生まれ、新しいことをやってみようという

活力が生まれてきたという事例もあります。経

済的なアイデアとしては、大学のゼミ単位で集

落で合宿をしてもらい、調査してもらうという

ものが考えられます。高知県観光コンペンショ

ン協会が、大学の体育会への合宿の働きかけを

行っていますが、課題先進県である高知県で調

査合宿を行ってもらう仕組みでも、同様の経済

効果が生まれると考えられます。

そこで、私が提案したいのは、県外大学と高

知県内大学との単位協定で、例えば早稲田大学

と高知のどこかの大学が、早稲田大学建学に尽

力した小野梓を縁に単位互換協定を結ぶ。その

高知県の大学が集中講義を宿毛で準備し、早稲

田の大学生に来てもらうというようなことは、

十分に可能であると思います。また、秋入学の

議論が最近出てきていますが、ギャップイヤー

を中山間地域での体験学習にという仕組みづく

りも、おもしろいのではと思います。

高知の中山間をフィールドとした大学研究

室、ゼミの誘致を目指した県外大学との県内大

学単位互換協定の推進について文化生活部長に

お考えをお聞きいたします。

中山間集落に、大学生にインターンシップに

行ってもらう場合、課題解決型と体験型があっ

て、課題解決型の場合はそれなりの成功事例も

出てきています。簡潔に事例を御紹介すると、

中山間で犬小屋をつくって県外に販売していた

事業者のところに大学生がインターンシップで

入札若い発想の企画をつくって販路拡大の一

翼を担ったというような事例です。また、体験

型においても、高齢化が進み、肉体的に大変な

ユズなどの収穫作業を大学生がお手伝いし、喜

ばれたり、収穫した作物を高知市の日曜市で売

る取り組みなども出てきています。大学生が

入ったからといって、すぐに中山間集落の課題

を解決できるほど甘くはありませんが、長期間

継続して多くの学生が中山間地域に入ることに

は意味があります。地域への外部人材導入の際

の呼び水効果、地域住民へのエネルギー補給効

果などです。

O大崎文化生活部長 単位互換は、学生の学習の

集落に入った Iターン移住者が、地域に溶け

込めず数年で都会に帰ってしまうということが

ありますが、見知らぬ大人が地域に入るより、

大学生のほうがアレルギーは少なく、大学生を

受け入れた地域の経験は過疎集落に移住者を受

け入れるための準備になります。また、地域活

性に前向きでなかった住民たちが、地域に入っ

てきた若い人材に接して一肌脱ごうという心意
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幅を広げるとともに、学生間の交流を進めるた l ヘ

めに行われておりますが、大学問の密接な連携

が必要なことや学生の通学の都合などから、一

般的には、同一県内や近隣の大学間で行われる

ことが多くなっております。一方で、高知県立

大学、高知工科大学の両大学は、少子高齢化や

過疎化などいずれ全国でも直面する課題を抱え

る高知県の高等教育機関として、県内の中山間

地域などをフィールドに、地域の視点から教育

研究を充実することといたしております。まず

は、両大学が、このような分野の特色ある教育

研究を充実させ、県外の大学との連携や交流を

深めていただくことで、お話にございました中
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山間地域におけるゼミ合宿やインターンシップ

の誘致につなげていくこと、そして、さらには

単位互換など大学間連携の充実につなげていく

こと、これが重要じゃないかと考えております。

O依光委員 先日、嶺北地方に行きました際にも、

関東の私立大学がもう既に入っているような県

内事例もありますので、ぜひ取り組みを進めて

いただきたいと思います。

次に、調査拠点のハード整備についてお聞き

をいたします。大学生が学習で集落に入る場合、

宿泊所のおふろが問題になります。泊まること

に関しては、集会所に布団を借りての寝泊まり

が可能なのですが、多くの場合、おふろがあり

ません。そこで、男女分かれてのおふろが不可

欠となります。男女が分かれていないといけな

い理由は、そうでないと入浴時間が2倍かかる

ということで、学習時間を確保するために必要

です。また、最近は模造紙に気づいたことを書

き込むワークショップ的な授業が多いのです

が、模造紙を持ち込むかわりに集会所の一室の

壁を特殊な白の、塗料で、塗って、ホワイトボード

がわりに壁に書き込めるようにするなどのアイ

デア、インターネット環境の整備などもあれば、

他県に先駆けた集落学習拠点の先進的な整備に

なると思います。

過疎集落に大学生が入るための最低限の設備

である入浴設備は、 Iターン希望者のお試し居

住や、いざというときの避難者受け入れのため

の設備としても利用が可能と思いますが、整備

に関する補助金創設についてのお考えがない

か、産業振興推進部長にお聞きをいたします。

O中津産業振興推進部長 お話にございました大

学生を初めとします若い世代の方々が、実際に

中山間地域の集落に滞在をしていただいて、地

域の歴史、あるいは文化、産業、暮らし、こう

いったことを学んでいただくことは、大変有意

義なことだというふうに思っております。一方、
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これは受け入れ側の地域にとりましても、若い

世代の方々と一緒になって、その考えだとかあ

るいは行動に触れる、そこに交流が生まれて語

らいが生まれる。そんなことが地域の潜在力、

あるいは活力を引き出すということにもつなが

るのではないかというふうに考えております。

このために、県では、都市にお住まいの方と

の交流事業、あるいは移住促進の取り組みに利

用する施設の整備に関して、これまでも市町村

に補助を行っております。既に、お話のような

入浴施設を持つような施設というのは県内で多

数整備をされておりますので、大学のフィール

ドワークにもこのような施設を活用していただ

きたいと思いますし、また今後、新たにこういっ

た施設を整備しようとする場合にも、地域づく

り支援事業費補助金、この補助金を活用して整

備をしていただくことが可能となっておりま

す。

0依光委員 さらに、地域に大学生を出すという

視点では、大学所有のパスが自由に使える仕組

みも不可欠です。現状では、大学生が交通費を

自腹で出しているため、中山間地域に行く回数

がどうしても少なくなりがちです。もっと進ん

で提案すれば、県内大学の単位互換も一層進め

て、キャンパスが離れた大学生同士がお金をか

けずに各大学を行き来できる公共交通の利用方

法やシャトルパスがあれば、所属大学の違う大

学生が研究分野を持ち寄って、過疎集落の課題

解決に取り組むということも考えられます。

今後、さらに少子化による大学淘汰が予想さ

れる中、過疎地域の課題解決を学べる高知とい

うことで、県外から大学生を集める大きな特色

にもなると思いますが、地域をフィールドとし

た学習活動に対する大学生への交通費補助につ

いて、産業振興推進部長にお考えをお聞きいた

します。

0中津産業振興推進部長 そうしたインターン
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シップの受け入れということを、県では積極的

に進めておりまして、平成21年度からふるさと

インターンシップ事業ということを立ち上げま

して、受け入れに関してさまざまな支援をさし

ていただいているところでございます。来年度

からは、これにさらに地域での暮らし体験実施

事業ということで、大学生、もしくは大学生に

限らず幅を広げていきたいなというふうに考え

ておるところでございます。

大学生が、こういった地域の学習活動に参加

する場合、その交通費というのは、基本的には

学びの主体であります学生さん本人に負担いた

だくことになりますけれども、これまでの例で

言いますと、大学生の方に最寄りの公共交通機

関のある駅まで来ていただいて、そこから先は

その地域、市町村、あるいは地域支援企画員、

そういった地元の人聞が現地まで送迎をすると

いったような事例が、ほぼそういった対応がと

られておりますし、それからそういったこと以

外に、受け入れ側の地域で、大学生が滞在して

いる問、食材の差し入れをしたりですとか、懇

親会を開いてもてなしたりとかいったような対

応をしておりますので、学生さんにとっては、

お金にかえがたい貴重な経験、体験をしていた

だいているんではなし、かなというふうに思って

おります。

なお、来年度は、新たにこういった取り組み、

県立大学との連携した取り組みとして、その地

域で活動をされております団体、集落、こういっ

たところが受け入れ先となりまして、大学生の

方々に集落の活動、地域づくりの活動、体験を

していただくと。それを通じて人材の育成、あ

るいは地域の活性化を進めるモデル事業という

のを実施したいというふうに考えておりまし

て、その際には学生さんの交通費、あるいは宿

泊費の一部、これを支援するようにしたいと考

えております。

0依光委員 この取り組みですけれども、今回質

問ではないんですが、コーディネーターという

方の力が重要だと思っています。といいますの

は、地域の方と大学をつなぎ、ニーズとかいろ

んなことを調整する方というのがいる地域には

大学生も入りやすいんですけれども、なかなか

そういう方がいないと入りにくいということが

あります。ですから、その点も踏まえて、今後

政策を進めていただきたいと思います。

次に、南海地震対策についてお聞きをいたし

ます。私の地元である香美市は、海に面してい

ないため、津波への対策は考えていないわけで

すが、一方で、避難者がどっと押し寄せる人の

波ということが言われ始めております。香美市

では、南海地震が起これば、避難者を受け入れ

なければと行政だけでなく住民も準備を始めて

います。例えば、香美市土佐山田町の平山地区

では、何かあったときに海辺の集落から避難し

てきてもらうことを想定して、大学教授を呼ん

での勉強会をスタートさせています。その勉強

会というのは、日ごろは、平山地区の農産物を

買ってもらったり、農作業を手伝ってもらった

りして、経済的なメリットを含めた交流をする。

そして、いざというときには、顔見知りの地域

に避難してもらう。また、賞味期限が短いがお

いしくて食べやすいものを備蓄して、賞味期限

前に交流と備蓄物資の更新を兼ねた合同訓練を

行うという取り組みです。この取り組みは、都

会と中山間地域をつなぐ取り組みであり、集落

維持にも意義深いという感想を持っておりま

す。

現在の被害想定においても、少なくとも約2

万戸の応急仮設住宅が必要となるものと聞いて

いますが、応急仮設住宅の必要戸数をなるべく

少なくするためには、中山間地域の空き家など

を改修して被災者を受け入れることができる住

宅を確保し、平常時には都市部との交流拠点や
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移住希望者向けの住宅として活用すれば、中山

間地域の活性化にもつながるのではないかと考

えています。しかし、集落を回ってみると、立

派な母屋、人が泊まれる離れがあっても、自分

の代で終わりと家にお金を入れることはしない

というのが現状であり、避難者を受け入れる意

思があるかと問うと、避難者の食べ物を賄うだ

けのお金はないという答えが返ってきます。避

難者を受け入れるための山と海の連携というの

は、言うは簡単ですが行うはかたしで、受け入

れ側の負担感を減らすとともに、災害時の被災

者を受け入れるために、平常時から都市部と連

携、交流をしておくことで地域が元気になるん

だというモチベーションを与えなければ、進ま

ないという感じがします。

そこで、被災者の受け入れと集落維持の基盤

である住宅の維持との一石二鳥を目指し、地域

の実情やニーズに合わせ、既存制度のパッケー

ジ化も含めて、中山間地域のための新たな住宅

改修支援制度ができないものかと考えています

が、土木部長のお考えをお聞きいたします。

O石井土木部長既存の住宅などを利用いたしま

して、被災者を受け入れることができる住宅を

確保するということは、これは重要な視点であ

るというふうに思っております。中山間地域の

空き家などを改修しまして、平常時には都市部

との交流拠点、それから移住希望者向けの住宅

として活用するということも考えられますの

で、そういったことは地域の活性化にも非常に

有効なんではないかというふうに思っていると

ころでございます。こういった観点を含んだ新

たな住宅改修の支援制度、これにつきましでも、

地元に伺います出前講座などで、地元のニーズを

把握しながら、ソフト施策との連携も含めて勉

強してまいりたいというふうに考えておりま

す。

0依光委員 部長のほうから、先ほど出前講座と
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いうようなお答えがあったんですけれども、非

常に有効であると思っていまして、お金を入れ

る意思がない、家を直す意思がない方に直しま

すかと言っても、なかなか話が進まないという

ようなことがあります。ですから、積極的な姿

勢を出していただくっていうのは、一つ重要で

ないかと思います。それと、中山間の家という

のは、設計士さんが設計図どおりにつくったと

いうよりは大工さんが墨を打って、こづくって

つくっている家が多くて、技術を持った大工さ

んであったり、左官さんというのが今後減って

いくので、改修にしても全面改修みたいなこと

になってしまいがちなんですが、今であれば部

分修理というのができる人材もいますし、また

地域のお金が回る仕組みもつくれると思います

んで、地元の大工さん、あるいは昔の職人さん

なんかも活用できるような取り組みができない

かと考えておりますので、その辺もまた御検討

いただければと思います。

また、香美市の自主防災組織では、自分の地

域住民だけではなく、都市部からの避難者を受

け入れるための設備投資も議論が始まっていま

す。地域外の人を受け入れるのであれば、県と

受け入れ人数等の有事の際の協定書を結んだ上

で、県のプラスアルファの補助金、例えば現状

では支援対象外の井戸の手押しポンプ設置費用

や水質検査の費用を出すということも考えてい

ただきたいと思います。

地域外の避難者受け入れを想定した自主防災

組織への設備支援についてのお考えを、危機管

理部長にお聞きをいたします。

0森部危機管理部長 東日本大震災で起きました

ように複数の市町村が同時に被災した場合、広

域的な市町村間で支え合える仕組みづくりがど

うしても必要だというふうに考えております。

都市や中山間地域の自主防災組織が日ごろから

交流、連携をしておくことは、特に発災後、避
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難した地域で安心した生活を送るためにも大変

重要だと考えております。中山間地域での自主

防災組織の設立の促進を図るとともに、今後整

備が進められます集落活動センターなどを拠点

とした日ごろの交流や、災害時にも地域間で支

え合える仕組みづくりを検討し、避難者の受け

入れを想定した地域の自主防災組織への設備な

どの支援について、市町村、また自主防災組織

の御意見をお聞きしながら検討していきたいと

考えております。

0依光委員 地元の事例で恐縮ですが、津波がな

いということで、香美市の場合は本当に対策に

ついて全く考えていないところと、受け入れも

想定して、何をせんとし、かんということを一つ

一つ積み重ねている地域の自主防災組織の2つ

に分かれています。その中で受け入れんとし1か

んというところが、あえて自分たちが必要ない

設備投資っていうのは、なかなかハードルが高

い面もあって、その辺をちょっとお考えいただ

きたいという趣旨ですんで、また御検討をお願

いしたいと思います。

また、地震時に救急対応できる病院がどれだ

けあるかわかりませんが、救急病院ではない病

院に、負傷された多くの方々が殺到することも

想定されるわけで、県外から医療チームが来て

くれれば対応できるように、必要な医薬品や医

療器材を事前に確保しておく取り組みも必要で

はないかと考えますが、地震発生時の医療機関

の体制と備えについてのお考えを、健康政策部

長にお聞きをいたします。

O入福健康政策部長 地震などの災害時の医療救

護は、被災地で傷病者の応急処置に当たります

医療救護所と、重症患者等の収容と治療に当た

る救護病院を市町村が指定して行うこととなっ

ております。さらに、救護病院では対応が困難

な重症患者の収容と治療は、県が指定をします

災害拠点病院が行うこととなっておりまして、

現在の指定状況は、医療救護所が80カ所、救護

病院が52カ所、災害拠点病院が10カ所となって

おります。

このような、あらかじめ役割を定められてい

る医療機関のほか、県内外から災害派遣医療

チーム、いわゆるDMATを初めといたします

さまざまな支援チームによりまして医療救護活

動を行うこととなりますけれども、こうした活

動の基本となります災害時医療救護計画の見直

しを、本年度行ったところでございます。これ

らの活動に必要となります医薬品や医療材料

は、歯科の医療分も含めまして、本年度に

2, 700万円余りの経費で県が購入いたしまして、

県内28カ所の医療機関が通常の取扱量に上乗せ

して備蓄、在庫いたします流通備蓄という手法

を用いまして保管をしていただくということに

なっておりまして、災害時には地域の医療機関

の要請によって、そこから供給をするという体

制をとることとしております。また、医薬品の

卸の団体などと協定を結びまして、在庫の確保

や早急な提供をいただくということについても

手配を整えております。

0依光委員 先ほどから申し上げていますとお

り、香美市は津波がないわけですから、人の波

〆ー＼

ということが、これから何とかせんといかんと l ヘ
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いうところなんですけれども、重症患者の方で

あるとか、そういう方が香美市に、病院に殺到

された場合に、非常に心もとない部分もありま

して、そういうところも、どれだけの被害想定

が出てくるのかわからない部分もありますの

で、そこもしっかり考えていただきたいと思い

ます。

最後に、中学生用キャリア教育副読本につい

てお聞きをいたします。昨年6月に質問させて

いただいた際に、高知県から県外に進学した大

学生のうち、高知県内企業に就職した学生の数

は2割を切っているという御答弁がありまし
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た。私は、高知県企業の採用に十数年前よりか

かわらさせていただいていますが、就職活動を

している大学生が高知県企業のことをほとんど

知らないということに気がつきました。知らな

いから、当然採用試験も受けないわけでありま

す。

考えてみますと、私自身も高知県企業はもと

より、そもそも高知県にどういう歴史があり、

どういった産業があるのかということを学んだ

経験がないことに気づきました。何となく、高

知は景気が悪い、都会で就職したほうがまし、

高知には有名企業がない、こういったマイナス

の情報があふれでいる気がします。今回の副読

本は、このような現状に一石を投じる画期的な

取り組みであると思います。また、中学生が高

知県企業を生で体験したり、仕事をしている方

にいろいろなことを聞くなどの取り組みも、よ

り一層続けてやっていくことが必要であると思

います。

今回の副読本の意義と子供たちが自信を持っ

て高知県で働くために、教育現場として、より

一層力を入れなければいけないと考えている点

について教育長にお聞きをいたします。

0中津教育長 まず、この副読本をつくろうとし

たきっかけでございますけれども、小学生は大

体市町村単位でその地域の産業や暮らしを学ぶ

というのが、小学校の授業でございます。とこ

ろが中学生以上になりますと、そうした教科が

なくて、それも高知県全体を勉強する機会がご

ざいませんでした。実はこのことは、この県議

会で御指摘をいただいたものでございます。御

指摘をいただきまして、いやこれはいけないと

いうことになりまして、高知県全体のものを紹

介する冊子をつくろうということになりまし

た。その際に、義務教育である中学生の段階で、

できればすべての中学生に勉強していただきた

いということで、この中学生向けの副読本をつ
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くろうということにしたものでございます。

この中学生用のキャリア教育の副読本ですけ

れども、郷土出身の著名人や郷土を代表する産

業や観光、それから自然等について学習をしま

して、郷土を愛する態度を育てますとともに、

みずからの生き方について考えを深めまして、

また、それぞれの志を持たせるというために作

成をするものでございます。あわせまして、職

場体験学習の充実ですとか、昨日、西内隆純委

員にもお答えしましたように、高校生とその保

護者の方々にも高知県の企業を紹介するなどし

まして、郷土に対する関心や愛着を高めていき

たい、このような全体の中での中学生の副読本

を作成するということになったものでございま

す。

0依光委員御丁寧な御答弁ありがとうございま

した。

教育長のお話にもありましたが、私は、中学

生や高校生に高知県企業のことを知ってもらう

ことは、絶対に必要だと思っています。進学な

どで県外に出てしまって、いざ高知に帰ってき

たいと思っても、高知県企業の知識がなければ

なかなか帰ってくることにはならないと思いま

す。大学生になって、就職活動を始めてからで

は遅いと思います。県内企業や教育関係の方々

に教育長の評価をお聞きすると、やるべきこと

が明確でわかりやすい、リーダーシップを発揮

する方との評価をお聞きしました。キャリアに

関する取り組みは、テストの点を上げるという

ような数値にあらわれるものではないため、先

生方にも親御さんにも理解されにくいのではと

思いますが、期待の大きい取り組みですので、

今後とも頑張っていただきたいと思います。ま

た、企業関係者からは、成果が出るまでは、 10年

くらいは継続してやっていただきたいというよ

うな声もありましたので、お伝えしておきます。

最後に、今回の質問で連携という言葉にこだ
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わった質問をさせていただきました。この連携

とし、う言葉ですが、これほど実態があやふやで

便利な言葉はないなという感想を持っていま

す。連携していますという言葉で、仕組みとし

てできているかは、また別の話だと思いますの

で、今後とも着目して勉強させていただきたい

と思います。

以上、通告させていただいておりました11問

すべてお答えをいただきましたので、時聞が少

し余っておりますが、以上で一切の質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。

（拍手）

O西森（潮）委員長 以上をもって、依光委員の質

聞は終わりました。

暫時休憩いたします。

午前11時33分休憩

C本コC求コC本コ一一一一一一

午後 1時再開

O桑名副委員長休憩前に引き続き会議を聞きま

す。

一問一答による質疑並びに一般質問を続行い

たします。

西内健委員。あなたの持ち時間は40分です。

御協力よろしくお願いいたします。

0西内（健）委員 自由民主党の西内健でございま

す。お許しをいただきましたので、通告に従い

質問をさせていただきます。

まず、知事の基本政策の一つであります日本

一の健康長寿県構想の関連といたしまして、高

齢者が安心・安全に暮らせる地域づくりに関し

て質問をいたします。先日の武石議員の質問で

も取り上げられていましたが、かつてはコミュ

ニティー内において、近所の知り合いに通帳を

預け、金銭管理をお願いすることが可能であり

ました。しかし、最近地域を歩いていますと、
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交通の手段を持たない高齢者の方から、例えば

1万円の預金を引き出すためにタクシ一代を

2,000円支払っている、こういった声も聞かれ

ております。また、預金の引き出し以外にも、

移動スーパーなどが来ない地域の買い物弱者と

呼ばれる高齢者の中には、同じように、わざわ

ざタクシーで買い物に行っている現状がござい

ます。

農村型社会から都市型社会への移行に伴い、

高知県内でも、隣近所とのつき合いなど地縁関

係の希薄さが目についてまいりました。地域に

おける支え合いが、民間の力だけでは非常に困

難となり、行政の支援が必要なケースが多々あ

ります。こういったケースにおいて、行政の支

援として、福祉サービスの日常生活自立支援事

業を受けることが可能であります。県内におい

ては、平成23年12月31日現在、この日常生活自

立支援事業を640名の方が利用しています。し

かしながら、県内の高齢者人口を考えますと、

今以上にニーズ、がある、そう考えられます。

このような日常生活自立支援事業に対する

ニーズを把握することなどの地域での支え合い

の力を強化するために、今後、民生委員やその

サポート体制の強化を図っていくようでありま

戸＼

すが、その具体的な対策を地域福祉部長にお伺 lヘ

いします。

O小田切地域福祉部長 地域における要援護者の

福祉サービスに対するニーズにで、きるだけ早く

気づき、必要な福祉サービスを受けられるよう

にするためには、さまざまな相談への対応や幅

広い見守り活動を実施しています民生委員・児

童委員の方々だけでは負担感も大きく、対応が

難しい場合もあるのではないかと思っていま

す。こうしたことから、民生委員・児童委員の

負担の軽減を図り、地域の支え合いの力を強化

して見守り支援のネットワークに取り組む人材

を確保するため、平成24年度から新たに福祉委


